
第 18 回多文化間精神医学ワークショップ 

ご挨拶 

多文化間精神医学会は1993年12月4日の神戸での第1回多文化間精神医学ワークショップを嚆矢

として出発しました。2013年はちょうど20周年にあたります。 

1992年3月全国で多文化間精神医学の活動をする有志の精神科医が声を掛け合い、7回の打ち

合わせ会を経て第1回多文化間精神医学ワークショップに至りました。それは発足時の会長であっ

た西園昌久福岡大学教授がおっしゃったような「維新の志士」のような集まりでした。当時は日本に

は多文化の中でメンタルヘルスを考える風土など存在せず、社会精神医学会の中で散発的に在

日外国人や在外日本人の発表がされる程度でした。来るべき多文化共生社会に向けてもっと統合

的な活動をしなければならないと考えたのは、主に在外経験のある若い精神科医でした。かれらが

坂本竜馬となり、中岡慎太郎となって活動に火をつけました。その熱意に雄藩の薩摩や長州が動

かされたように、徐々に多文化間精神医学会も広く人々の間に存在を認められるようになっていき

ました。 

また、多文化間精神医学会が立ち上がるとともに、同様な思いを有する全国の精神科医師や、一

般内科医師、それに他の学際領域の様々な方々がこの団体に加わってくださいました。多文化の

名に恥じない多彩な人材を抱えた学会として成長してきたと思います。現在では医学会として珍し

く医学、看護、保健、心理、教育、福祉を横断するような組織となっています。 

まるで維新の時代のような疾風怒濤の20年間でしたが、なんとか、精神医学の中の一領域として学

問、活動を定着させてきました。特に東日本大震災の後、多文化災害支援委員会を立ち上げ、全

日本の在日外国人への支援を展開できたのは多文化間精神医学会ならではの活動だったと思い

ます。 

20周年を迎えた多文化間精神医学会は2013年9月14日に20周年記念の多文化間精神医学ワーク

ショップを行います。この20年を振り返り、多文化間精神医学会の足跡をたどれるようなワークショッ

プとしたいと思います。 

今後10年、20年後の日本の多文化を見据えて、今私たちがなすべきことは何かという視点から、学

会テーマは「問い直す、こころと文化」といたしました。 

現在多文化間精神医学会があるのも関係各位の皆様のご支援があってのことです。この点に深く

感謝申し上げるとともに今ワークショップへのさらなるご協力、ご支援を賜りたいと望む所存です。 

2013年1月吉日 

第18回多文化間精神医学会ワークショップ 

大会長 野田 文隆 

副大会長 浅井 逸郎 

  



第18回多文化間精神医学ワークショップ 

1. 主催機関及び責任者： 

会長：野田文隆（多文化間精神医学会理事長/大正大学教授） 

副会長：浅井 逸郎（社団法人ハートクリニック理事長） 

事務局長：鵜川 晃（多文化間精神医学会理事/大正大学人間学部専任講師） 

        〒170-0001 東京都豊島区西巣鴨三丁目２０−１ 大正大学人間学部 

             TEL：03-5394-3075 FAX：03-5394-3095 

             E-Mail:ko.ogawa@me.com 

 

2. 会 期：平成２５年９月１４日 土曜日  ９時から１８時半 

3. テーマ：問い直すこころと文化 

4. 会  場：大正大学   東京都豊島区西巣鴨３−２０−１ 

5. プログラムの概要： 

9:30〜11:00 特別講演「Acculturation and well-being」※通訳有 

礼拝堂 座長：井上 孝代（明治学院大学） 

 講師：Berry J.W(Queen’s University,Kingston,Ontario,Canada)  

11:15〜12:15 基調講演「Cultural Aspects of depression」※通訳有 

礼拝堂 座長：川嵜 弘詔（九州大学） 

 講師：Min-Soo Lee(Department of Psychiatry Korea University  

    College of Medicine) 

12:30～13:30 ランチョンセミナー「脳とこころ」※通訳有 

10号館2階 座長：浅井 逸郎（医療法人社団ハートクリニック） 

 講師：神庭 重信（九州大学） 

13:40〜14:40 会長講演「多文化間精神医学者への道」 

10号館2階 座長：桂川 修一（東邦大学佐倉病院） 

 講師：野田 文隆（多文化間精神医学会 理事長） 

14:40〜15:40 ティータイムセッション 

10号館2階 「現代日本における喪の作業の遅滞、変質と抑うつ・うつ病」 

 座長：阿部裕（明治学院大学） 

 講師：加藤敏（自治医科大学） 

15：50～18：30 メインシンポジウム「問い直すこころと文化」 

10号館2階 座長：手塚 千鶴子（多文化間精神医学会監事） 

  鈴木 満（外務省） 

      シンポジスト：波平 恵美子（文化人類学者・お茶の水女子大学名誉教授） 

西園 昌久（精神医学者・心理社会的精神医学研究所） 

山中 康裕（心理学者・京都メンタルヘルス研究所） 

末木 文美士（宗教学者・国際日本文化研究センター） 

 



6. 参加費： 

 医師 5,000円（多文化間精神医学会20周年記念誌含む） 

 コメディカル 3.000円（同上） 

 学生 1,000円（同上） 

 

7. その他 

１）多文化間精神医学会理事会  

日時：2013年9月13日 金曜日 16時から18時 

場所：大正大学7号館8階 783教室 

 

２）多文化間精神医学会20周年記念パーティー 

日時：2013年9月13日 金曜日 19時から21時 

場所：ロイヤルガーデンカフェ青山 

    東京都港区北青山2−1−19 電話：03-5414-6170 

司会：駒橋徹、村上裕子（敬称略） 

参加費：8,000円 

 


